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１．はじめに
本研究は、ワークショップ（もしくはワークショッ
プ型学習）＝参加体験型協同学習の一連の研究??の
1つであり、特に今回はおもしろいワークショップ、
つまりコンテンツの開発を目的にした研究である。
ワークショップは、協同的学習として、今日の社会
に緊要に求められるコミュニケーション（教育）の
問題を解決する重要な学習として注目を浴びてい
る。例えば、2010年度からはじまった「児童生徒の
コミュニケーション能力の育成に関する芸術表現体
験」（文部科学省）では、「児童生徒の芸術を愛する
心を育て、豊かな情操を養い、コミュニケーション
能力の育成を図る」目的で、「開催校に芸術家等を派
遣し、担当教師と芸術家などが連携を図り、児童生
徒を対象に芸術のもつ表現手法を用いた、計画的・
継続的なワークショップ等の実技指導を実施」??す
ると説明されている。コミュニケーション教育が推
進されるのは、若者たちの問題行動への対処や新学
習指導要領が強調した「言語活動の充実」などが理
由として挙げられるが、「コミュニケーション教育推
進のための具体的な指導法の開発などの検討」??に
ワークショップを用いようというのは（ことばにす
るとやや単純だが）ユニークである。これは英国等
で「Art in School」とか「Artist in School」など呼
ばれる、アーティストの学校派遣型事業で、1980年
代以降盛んに行われてきたが、日本では（国として
実施される）公的には初めての事業で、この点でも
新しい試みである。
ここで、ワークショップの定義を再確認してみよ
う。「ワークショップ」は、①「手仕事のための仕事
場・作業場・工房」（“Oxford English Dictionary”2nd、
1989）、②参加型の研修会・研究会で、「講義など一
方的な知識伝達のスタイルではなく、参加者が自ら
参加・体験して共同で何かを学びあったり創り出し
たりする学びと創造のスタイル」（中野民夫、2001）
という定義が広く普及している。一般的に「日本で
は学習への参加や創造、双方的性などの側面が特に
強調されるという独特な性格付けがみられる」??と
指摘されている。ワークショップはさまざまな領域
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に広がっているため、その定義を一律に特色づける
ことは難しいが、現在ワークショップを巡る研究は、
「ファシリテーション＝共感的支援者」ということ
ばに代表されるような、学習を支える「方法論」と
して捉える傾向が強いように感じる??。しかし、ワー
クショップのおもしろさは、刺激的で批評的で参加
者の自己を一瞬（異文化や異世界へ）超越させるよ
うなアーティスティックで創造的な、コンテンツに
こそあると考えている。
今回は、そのような観点から、今注目を浴びてい
る「パフォーマンス書道」の題材化（ワークショッ
プ開発）に挑戦してみた。「書は美術なのか」という
議論は、「明治 15年（1882）、洋画家・小山正太郎が
『書は美術ならず』という論文で発表して以来、現
在もなお解決しない問題して残されているものだ
が、本論ではそのような問題としては扱わない。こ
こでは、ワークショップの特徴である「身体表現（か
らだで学ぶ）」を重視し、白と黒の造形が織りなす「空
間の造形」活動として、書を捉え、題材化を実施し
た。
以下に、「からだ de書!」（2011年 7月 6日）の実
践について、亀井章央のワークショップの省察と
ファシリテータのまとめを中心にその総括をする。
２．「からだ de書!」のワークショップにつ
いて
2．1 題材の構想
本題材は、からだ全体で形にとらわれずに文字を
描くことで、文字で感情を表現することの楽しさを
感じられるようにするというものである。
現代の「書」は、これまでの「書道」の文化にと
らわれず、創造性豊かな世界を切り開いている。例
えば、「Group文字屋（http://popo.or.jp/ableart/
monjiya.html）」という障がいのある人たちのグルー
プでは、「線の芸術」として「書」が取り組まれてい
る。彼らの書のくずれ方（＝くずし方）は、予想を
遙かに超えユーモラスで、それが美しい。このよう
な活動はスピードや効率が重視され、デジタルの
よって均質化される高度情報社会において、書の手
書きの手法が文字のもつ楽しさやリズムを思い出さ
せるきかっけになるのではないかと考えた。また、
自己の「書道」経験に通して感じてきた「文字を描
く楽しさ」を子どもたちにも味わってもらいたいと
いう思いでこの題材を設定した。
導入の段階では、文字のリズムや流れに気づくた
めに、PETA（フィリピン演劇教育協会）のワーク
ショップを取り入れた準備運動を考えて、実施する。
それは、からだの一部分を使って空中に自分の名前
を描いていくというものである。この活動を取り入
れることにより、リズムから導入され、アイスブレ
イクされた身体の柔軟性が確保され、大画面になっ
ても気後れせず、思い切って自己表現できることを
めざしている。
もう 1つは、多様な素材を筆として実験的に用い
ることに挑戦する。描く際には、様々な素材を用い
ることで、既存の筆では表すことの出来ない線を描
くことができる。また、異なる素材を使って線を描
くことで、素材それぞれの線を味わうことができる。
このことで、既存の筆で表現するだけでなく、自分
の表現したい形に合わせて道具を使い分けるきっか
けをつくることができると考えた。
この活動を通して、与えられたものだけではなく、
自分自身で素材に価値を見出して道具を作り、表現
していく力を養いたい。また、からだで描くという
ことの楽しさに気づき、「書」という表現の持つ精神
性＝自分の気持ちを表現できることに気づいて欲し
いと考えた。
2．2 目標
様々な素材でできた筆と触れ合うことで、様々な
ものが道具に変わることを知ることが出来るように
する。からだ全体を使って文字を書き、文字で感情
を表現することの楽しさを感じられるようにする。
2．3 本時の学習
⑴ ねらい：からだ全体で文字を描くことで、文字
で感情を表現することの楽しさを感じ
られるようにする。
⑵ 準 備：筆に代わる素材（梱包用ビニールロー
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プ、スポンジ、スズランテープ、新聞紙、ほこりた
たき、ベランダ箒、柄付きたわし）、墨汁、紙（5m×
5m）、ブルーシート、テープ（ブルーシート接続用）、
養生シート（壁の保護用）
⑶ 展 開
学習活動と子どもの意識 指導上の留意点（流れ) 時間
1 からだを使い空中に文字を描いてい
く活動をすることで、本時の流れをつ
かむ。
・何て書いたのだろう。
・からだで描くのって難しいな。
・からだで描くのって面白いな。
2 道具と出会う。
・これは何でできているのだろう。
・実際に描いてみたいな。
・こんな感触なんだ。
◯休憩◯
3 5m×5mの紙に一人ずつ「みんな」に
続くことばを考えてから描く。
4 本時の活動を振り返る。
◯からだの一部分を使って空中に文字を描きながら 5メートル
ほどの距離を移動する。
（いくつかの部位で描く。腕、肘、膝、頭、お尻などなどっ
て、「自分の名前」、「あらまき」などを描く。）
◯グループを半分（2グループずつ）、見る側と、行う側にわけ
て交代しながら活動する。
◯今日使う道具をみることで、子どもがどんな道具なのか興味
を持てるようにする。
○道具にふれることで、道具の感触を肌で感じとれるようにす
る。
◯道具を持って空中に文字を描くことで、からだの使い方を知
るきっかけをつくる。
○キーワード「みんな」という文字を教師が描く。
◯どんなことばを描くか考えられるように、例をあげる。
◯特別支援学校の先生方とファシリテータが生徒に話しかける
ことで、どのようなことばを描きたいか拾い上げる。
◯誰が描いたかわかるように印を押す。
◯リフレクションムービーを流し、本時で行ったことをみんな
で話しながら振り返る。
20分
15分
10分
25分
10分
⑷ 活動のリフレクション
▼コーディネータ（亀井） ○ファシリテータ（院生・学生数名） ・生徒の様子 □その他
時 間 活動の展開・子供の主な活動と写真 ▼○・の発話や行動 □その他
準備 □輪になり、自己紹介をする。
○「みんなで自己紹介をしよう! 自己紹介できた
ら隣の人にタッチして、タッチされた人は続けて
自己紹介してね」
・A 少し恥ずかしそうな様子だった。
・B 大きな声で「よろしくお願いします!」
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自己紹介をする
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体ほぐし □体を使って文字を書く。
▼「指を使って文字を書いてみよう。まずは自分の
名前を声に出しながら書こう。」
・大きく書く子、小さく書く子、うまく書けない子
などがいた。
○まだ打ち解けてない子には、どのように声をかけ
ようかと戸惑いがあった。
▼「今度は頭で書いてみよう。」
･ ?見て見て!」と見せたがる子や恥ずかしがる子、
「できないよ」という子がいた。
○消極的な子には、「一緒に書いてみよう」と声をか
け、動きを促した。
□その後、動きながら肘やおしりを使っても書いて
みる。見る側と文字を書く側の 2つのグループに
分かれる。
片方が文字を書いている間は、もう片方のグルー
プが鑑賞する。
▼「コートの端から端まで体の好きな場所で文字を
書きながら、進んでみよう」
・C 体のどこで書こうか悩んでなかなか書けずに
いる様子だった。
○一緒に悩んだり、「足で書いてみようか」を提案し
たりして、一緒に動いた。
・D 足を振り上げて一生懸命書いていた。
指で文字を書く
頭で文字を書く
動きながら文字を書く
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実際に紙に文字
を書く
□大きな模造紙を用意し、そこに思い思いに文字を
書いていく。
▼「今から文字を書きます」
模造紙の中心に“みんな”という文字を書く。
・E なんて書いたのか興味津々な様子。
○跳ね返った墨に驚いて、声を上げる子もいた。
▼ ?“みんな”という言葉から思いつく文字をみんな
でここに書いてみよう」
書きたいことを
考える
□ 5人程度（うち子どもは 2～ 4人）のグループに
それぞれ分かれ、どんな文字を書きたいか話し合
う。
・F ?なんて書いたらいいかわかんない」
・E ?こんな漢字も書けるんだよ」「名前も書ける
よ!」
・G ?書けない! 書きたくない! 恥ずかしい」
○なかなか書けない子には励ましたり、一緒に考え
たりしながら、みんなが紙に書けるようにした。
・「友」や「希望」という文字を書く子もいたが、自
分の知っている漢字を書いたり、文字が書けない
子は絵やただぐるぐると円を書く子もいた。
○子どもによってできることとできないことがあっ
て、表現方法も様々だと感じた。
書開始（書く） □使ってみたい筆を選んで、実際に墨を使って書い
てみる。
・H ?どこに書こうかな？」
・A ?見て見て! うまく書けたよ」
・D ?違う筆で書いてもいい？」
・大きく書く子や小さく書く子、いくつも文字を書
くもいた。文字を書けない子は、同じ場所をこす
るようになぞったり、絵を書いたり、足に墨を付
けて足跡が付くのを楽しんでいる子もいた。筆か
ら墨が滴るのを見るのを楽しんでいる子もいた。
紙の中心にキーワードを書く
書きたい文字を話し合う
どんな文字を書くか紙に書いてみる
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○文字を書くことだけでなく、道具や墨そのものを
楽しんでいるようだと感じた。
発表する □書いたものを発表する。
・「○○と書きました。」と元気に発表する子や恥ず
かしがる子、先生が代弁する子がいた。発表する
と、みんなで書いたものを見て、拍手した。
○自分の好きなものを書いた生徒や、絵を描いた生
徒などさまざまだが、全員が楽しんで表現できて
いると感じた。
□記念撮影をする。
活動を振り返る □活動を撮った映像を見ながら今日の振り返りをす
る。
・A 自分が映って恥ずかしそうにする子や、活動
を思いだして「◯◯さんはあんなことしてた
のか!」と笑ったり声を出したりする子がい
た。
墨で模造紙に書く
書いた文字を紹介し合う
記念撮影
活動を振り返る
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⑸ ワークショップを終えて
導入として用いたからだで文字を宙に書く活動で
は、半数以上の生徒たちは楽しそうに書けていた。
何人かの生徒に対しては、この活動を取り入れたこ
とで、実際に大きな紙に描く時にからだ全体で大き
な表現をするきっかけがつくれた。
描きたい文字を考える活動では、日常的に群馬大
学附属特別支援学校高等部の生徒と関わる機会があ
り、生徒の個性を周知していたため、彼らの考えを
少なからず拾い上げ、アドバイスすることができて
いた。
また、キーワードの「みんな」という文字を設定
し、描くことで、生徒が文字を考えるきっかけをつ
くることができた。
描く活動では、文字を認識できる生徒は半数程度
で、そのような生徒へのアプローチはやはり困難で
あった。しかし、文字を書けない生徒には、「文字で
なくてもいいよ」と声かけしたことで、彼らは今の
気持ちを絵などで表現することができたのでよかっ
た。
また、実践から、描画材として墨だけでなく、色
を用いてもよかったと思った。色が彼らの表現を別
の方向に拡張したかもしれないからである。ワーク
ショップの目的達成のために必要な学習環境のデザ
イン（道具など）をより精緻に検討する必要がある
と感じた。
最後に、ムービーによるリフレクションでは、自
分や友達の活動や表情などを視覚的に振り返ること
ができて、とてもよかった。言語化できる生徒は、
「◯◯さんはあんなことしてたのか!」と声に出し
ていて、言語化が難しい生徒たちは、自分が映像に
移る度に嬉しそうな顔をしていた。また、他の人を
意識することが少ない彼らにとって、他の人が何を
していたのかわかる映像というものは、全体の学び
合いを促し、個人でも新しい表現へのきっかけをつ
くることができるのではないかと考えられる。この
ことから、リフレクションムービーは、彼らの思考
を支援する有効な手だてになると思った。
３．群馬大学教員学部附属特別支援学校
高等部の教員へのアンケート
当日付き添ってきた先生方に感想をアンケートい
う形で尋ねたので、まとめておく。
3．1 ワークショップの中で子どもが熱中したもの
□からだで書くことに関して
･A君は、身体を大きく動かして文字を書くことに
興味をもって、腕を大きく振ったり高くジャンプ
したりして表現していた。（文字の形をとらえてい
るかはかなり疑問）
･体育館半分くらいの大きな半紙は、初めての体験
だったので、高 2組のMさんやK君、高 3組のN
さんはしっかりと、亀井さんが描いていた「みん
な」という文字をしっかり見ていた。また、色々
な筆を使って描き表わしていく活動では、高 1組
の S君が裸足になって足跡をペタペタとつけて
いたのは印象的だった。
･Aくんは準備運動（体を使って文字を書くこと）
がとても楽しそうだった。
□墨、道具に関して
･特に、墨で大きな用紙に書く、または描く際には
生き生きしていた。
･Kくんは、道具は使わなかったが、足の裏に墨を
つけて紙の上を歩くことを楽しんでいた。活動の
前半では、ブルーシートの上をおもしろそうに歩
き回っていた。
･Mさんは、大きな半紙に何を書こうかとても悩ん
でいた。
･S君は、友だちがスポンジの使って色々な線を書
いているのを見て、真似して色々な線を書いてい
た。
･K君は、筆から墨がしたたる様子を見ておもしろ
くなり、広範囲に墨をとばそうと筆を振っていた。
･KYさんは筆から滴る墨の様子に夢中になり、自
分からすすんで筆に墨を付け、墨が落ちて少しず
つ黒くなっていく様子をよく見ていた。
･KM君は、筆から飛び散る墨がおもしろいようで、
筆を振って墨を跳ばしていた。
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･Tくんは墨の感触を楽しんでいた。
□グループでの活動（学生との関わりについて）
･Aくん、Eさん、Oくんは、グループで何を書くの
か決める話し合い活動で、様々な意見を出し、盛
り上がっていた。
･KK君は、何を書くか相談するときに、画用紙に学
生さんの似顔絵を描いていた。
□その他
･総じて、生徒たちは活動に集中していた。
･Sくんは半紙に丁寧に文字を書いていた。
･Aさんは半紙に書く文字を考えるときにたくさん
文字を提案していた。
3．2 ワークショップを通して、子どもが変化した点
□からだに関して
･身体を大きく動かすことの楽しさを感じることが
できたと思う。
･Nさんは、墨を手で直接触ることで、自分から手
を動かして墨を広げる行動が見られた。
･筆が大きい、と言うことで普段使っているもので
は味わうことのできない、身体全体を動かして表
現することができ、書いているときに笑顔が見ら
れた。
･文字や絵を小さく、こじんまりと描くことが多い
子どもたちが、大きく筆を動かしていた。
□墨、道具に関して
･生徒によっては、書の楽しさを感じられたと思い
ます。違う視点では、白と黒のシンプルな色で描
く良さや、ダイナミックに活動する楽しさを感じ
られたと思う。
･K君は、布状の筆から堅めのスポンジの筆に変え
たことで、墨を飛び散らせることから墨で線を書
くようになった。
･手が汚れることを嫌う生徒にとっては、筆（道具）
を使って表現することで、手が汚れずに表現活動
を楽しむことができた。
･色々な筆として使われていた、スポンジ製のモノ
やビニールなどの感触を楽しむ生徒もいた。木暮
君は、何を描き出すのかと見れば、ゴシゴシとス
ポンジをこするようにしてニヤニヤとやっている
姿があった。生徒自身が自分で考えてオリジナル
の絵を描いたり、模様を描いたりと工夫できる活
動であった。
･始めは墨で汚れることに抵抗がある生徒もいた
が、一度半紙に文字を書いてみると、積極的に取
り組んでいた。汚れてしまった手足を見て、楽し
そうな姿が見られた。
□グループでの活動に関して
･S君は、楽しく活動している友だちの近くで筆を
動かすように促したことで、自分一人で色々な線
を書くことができた。
3．3 ワークショップの改善点
□からだで宙に文字を描く活動について
･前半に、指導者の動きをまねて身体を大きく動か
す活動がありましたが、基本的に（特に「正確に」）
まねるのは特別支援学校の生徒は難しい。逆に、
それが子どもたちの大きな課題でもあるので、各
グループに支援者を十分に配置して丁寧に対応で
きるとよいと思った。今回については、授業の流
れを事前に支援者全体で共通理解できるとよかっ
た。
･身体を使って「文字」を書くのは、難しい生徒が
多かった。記号「○」や「×」などが描いてある
絵を見ながら描くと楽しめる生徒が増えたかと思
う。
□「書」の活動について
･後半の書道については、大きな筆（または代わる
もの）と大きな紙、豊富な墨汁を準備した時点で
生徒は活動にのってくることが予想でき、実際に
そうだった。ただ、「誰かが活動してそれを見なが
ら待っている」というのは、もったいないと思う。
小学校でも、特別支援学校でも、「待つ」というの
は学習にならないことが多い。
･今回は意図的に時間配分を前半と後半で同じくら
いにしたと思うが、後半に十分時間を確保すると
いうのもひとつの方法かと思う。
･活動の後半は、学生さん達が作業に忙しくなって、
生徒とかかわる時間が少なかったのが少し残念
だった。
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･自分が描いた模様・文字などがどれなのかを明示
する物があると、生徒たちも後で半紙を見返した
時に、「こんなの書いたんだなあ」「これは私が書
いたの」と振り替えることができると感じた。
･墨汁だけでなく、赤い墨？が用意されていて、そ
れがいつ使われるのか楽しみにしていたが、使わ
れなくて残念だった。しかし、黒一色で表現する
ことで、力強さや柔らかさなどいろいろな表現を
楽しむことはできたと思う。
･大きい紙に始めから書いたので、最初は少し小さ
い紙などで書いて、表現の違いを味わったり、楽
しんだりして、次に大きい紙に書くと、また表現
がかわるかな、と感じた。
□全体の活動について
･どちらの活動も価値のあることだが、子どもに
とって二つの活動がつながっていたかは何ともい
えない。
･もう一度同じような活動があったら学生さんとの
ペアを組んで、ペアでの発表ができるといいかな
と感じた。
･休憩が少なかった。
･学生さんともっと関われる活動があると良かっ
た。
3．4 その他
□全体について
･本校では真似しようとしてもなかなか実施できな
いスケールの大きな活動でたいへんよかった。見
学にいらした保護者や写真を見た方々もたいへん
感心していた。ぜひまた参加したいと思った。
･自分の名前を身体を動かして表現する活動は、偶
然かもしれないが次週に行った荒牧キャンパスで
の校外学習（内容：ダンス）にも通じると事があ
ると感じた。身体を動かして自分の思いを表現す
る活動は、生徒たちがのびのびと主体的に活動で
きる学習だと感じた。
･美術科の先生や学生さんの協力のもと、素晴らし
い活動につながったと思う。生徒だけでなく、教
師自身も楽しめる活動であった。お世話になりま
した。
□振り返りについて
･ご苦労をおかけしましたが、ビデオで振り返りの
場面があったのは、とてもよいことだと思った。
またよろしくお願いいたします。打ち合わせの機
会を、より多くとりたいですね。
･終わりに今日の活動をすぐに写真や動画で見るこ
とができ、子どもたちにとってよい振り返りがで
きたと思う。
４．まとめ ―実践の成果と問題点―
教育（学習論）に限らず、思想史において「から
だ」が注目を集めてきたのは、市川浩の「身体論（『身
の構造』1984）が登場した 1980年代以降のことであ
る。これは「身体を精神との融合体として捉え、こ
ころとからだの二項対立を超える?身>の概念を導
入し、身と家と、家と社会と、社会と宇宙との入れ
子構造を探り、錯綜する身体の構造に、中心を失っ
た社会構造のアナロジーを見る」??というもので物
事をばらばらに考える科学的＝原子論的思考の行き
詰まりを全体論によって回復しようとする考え方と
一致する。ワークショップは、筆者が『協同と表現
の学び』（2010）で指摘したように、この全体性へ向
かう大きな流れの中に位置づけられ、新々宗教やカ
ウンターカルチャー運動など、科学によってもたら
された恩恵が必ずしも私たちを幸せにしていない現
状に対する反論の中に位置づけることもできる??。
大きな頭を引きずって歩く人間の表象を描き、20世
紀後半以降に顕著になる「断片化（D.ボーム）」が
引き起こすさまざまな問題点を予言したのは、19世
紀末から 20世紀初頭に生きた R.シュタイナーで
あった??。彼は、科学の急速な発達が経済的な豊かさ
とは対照的に都市化や疎外感を増長させ、その根本
原因を人間の思考自体の断片化がもたらす不幸とし
て大きな警鐘を鳴らした。すなわち、分析的な見方
はやがて人間の思考方法そのものを細分化するもの
へ固定化し、そういう風にしか見ることができない
脳＝人間＝社会を作り出してしまう。この肥大化し
た脳に対する警告は随分前からなされていたが、身
体＝からだへの注目は以下のような小さな現象への
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注目にも発見できる。たとえば、リンゴの皮がむけ
ないとか、靴のひもが結べない、などに対する問題
の指摘として登場する「子どもの遊びと手の労働研
究会」（1973）は、「手を使ってするものづくりなど
が子どもの全体的な発達を促す」??という考えを提
案する。
また、このような考え方は、遊びの教育性への注
目などにも表れている。昭和 52（1977）年に図画工
作科にはじめて導入された「造形遊び（当時は造形
的な遊び）」は領域横断的で総合的な造形学習とし
て、「遊び」を教科の中に明確に位置づけた例である。
これによって特に幼少の造形学習の連続性が保証さ
れたり、素材・場所と行為という視覚的なかたちを
もたない表現活動、つまり 20世紀のいわゆる現代美
術（コンテンポラリーアート）の思想が教育の中に
も持ち込まれ、教育美術（教科としての美術教育の
中だけで行われている美術表現活動）と現在美術（リ
アルアーティストの行っているアート表現活動）が
少し一致を見ることになった。拙論で取り上げた「か
らだと造形」というテーマは、以上のように、約 30
年くらいの歴史を持って議論されてきたものという
ことになる。
さて、ワークショップの学びについても、「からだ」
の学習との深いつながりを持つことを指摘しておき
たい。ワークショップは、「参加体験型協同学習」と
一般に呼ばれるが、それはそのまま「からだの学び」
と言い換えてもいい。例えば、レクリエーションな
どの分野で「比較的早くから、ワークショップに注
目してきた社会教育の分野でも、1994年の『社会教
育 特集 WORKSHOP体験的参加型学習とワー
クショップ』の中で、「参加者が受け身ではなく、積
極的に関わる研究集会」（薗田）と定義する。ここで
は、（1)ワークショップに先生はいない、（2)?お客
さん」でいることはできない、（3)初めから決まっ
た答えなどない、（4)頭が動き、身体も動く、（5)交
流と笑いがある、の 5つの特徴があげられており、
これらは身体全体を使って学ぶことの重要性を十分
説明している。「からだ」を使って学ぶということは、
何も頭をおろそかにしていいということでは無論な
い。重要なのは、「頭と体のバランス」をとって学ぶ
ということであり、R．シュタイナーがいう「頭→身
体→四肢と四肢→身体→頭に向かう教育のバランス
をとっていくこと」である。
さて、今回の実践については、はじめて「書アー
ト」を題材化したもので、問題点も多々あったが、
実践者の得意分野であったことはワークショップの
開発や実践に優位に機能していたと感じる。昨年度
実践した「くふうふ」（西尾美也のワークショップの
リメイク）ワークショップでは、企画・開発の段階
から当日の進行まで、個々の活動につながりが見え
ず、ワークショップのコンテンツがあまり理解され
ていないことが大きな原因と思われた。細切れな
ワークショップの即興性のなさがどの場面にも目に
付き、結果的にやらせるワークショップになってし
まった。今回の「書アート」は、多少にぎこちなさ
はあったにせよ、その都度修正しようという、柔軟
性がみられ、やはり好きなもの得意なものをやらな
いとうまくいかないことを実証した形となった。
個別にみていくと、導入の身体の部分を使った文
字を空間に画くパフォーマンスはやや頭でっかちな
内容だった。コーディネータの気持ちが先行してし
まい、生徒たちの気持ちがまだ暖まっていないうち
にいきなり、厳しい動作を強いる運動へと導入して
しまったようだ。ワークショップのポイントは時間
と場のコントロールにある。ゆったりとした時間の
流れをつくりだす、ことばの抑揚やタイミング、ユー
モアなどを交えてファシリテーションしていくには
まだ経験が必要である。アイスブレイクの方法＝と
らえ方ももう少し柔軟にしていく必要がある。
本番の書アートづくりの場面は、コーディネータ
の気持ちの入った「みんな」という文字を大きな紙
の真ん中に書くパフォーマンスに圧倒された。彼ら
が今から何をすべきかは大まかに伝わったと思う。
「あんな風に大きな動作で筆遣いも荒く，そしてダ
イナミックに書いていい」というメッセージは十分
に伝わった。やや勢い余って「みんな」の文字が大
きすぎ、バランスを欠いたのは今後の課題である。
始まれば、生徒たちの自由な活動はいつものように
制限はできない。彼らはやっぱり墨だらけ、手足顔、
洋服までも真っ黒になりながら、楽しく活動をして
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いた。ここで、（反省にもあったが）時間のコントロー
ルができ、後数分短く終了できていたら、できあがっ
た作品の黒さ＝見栄えが違っていたと思う。参加者
が満足し、しかもできばえもある程度保証される、
ワークショップの活動をやめるタイミングは非常に
重要な課題である。
終わりのムービーによるリフレクションは知的障
害を持つ彼らには有効だった。特に、表情を鑑賞す
ることによって，自他ともに再び満足感を得られる
ということは大きなメリットである。今後の研究課
題として、継続していきたいと思う。
「書道パフォーマンス」をワークショップ化した、
今回の試みは生徒の表情や教師の感想などから、概
ね成功といえると思う。しかし、当初の派手なパ
フォーマンスのイメージというよりも生徒たちの確
実で手堅い表現・表出を如何に即興の指導（学習）
が補っていけるのかという課題が見えてきた。これ
は、アートの側面と教育（学習）の側面のすり合わ
せの必要性を意味している。ワークショップのコン
テンツ開発で重要なのはやはりコンセプトづくりと
最初にある、そのアートに対する開発者の気持ちで
ある。コンテンツの活動や意味を科学の目と芸術の
心で見通しながら、つくっていく暑さ（熱意）と冷
たさ（冷静さ）が開発に必要なのはワークショップ
に限ったことではないが。
最後に、からだ全体でまなぶことの重要性を繰り
返し指摘しておきたい。「学びの身体化」（佐藤学）
という言葉があるが、頭でっかちになってしまって、
頭を引きずって歩いている私たち＝人間には、手や
足（四肢）から胴体（心）へ、そして心から頭（精
神）へ学びをあげていくことが必要だ。「手で学ぶ」
と工作教育ではよく言うが、それは人間が本来持っ
ている身体的知性を蘇らせることにほかならない。
現代の私たちは、マスに限らずパーソナルなさまざ
まなメディアのあふれる洪水の中にいやでも巻き込
まれ、日常的に強い刺激にさらされてしまっている。
私たちは、自然や自己の中のかすかな響きを捉え、
聞き取れるように、からだや感覚を拓く必要がある。
以前私たちの祖先が自然の中で生き、一体化し、身
体に刻み込まれた感覚を持って、生活をしていたこ
とを思い出し、そういう根源的で能動的な学び（佐
伯胖）に戻って、学びを考え、実践していく必要が
ある。ワークショップの学びとは、生きることその
ものへの根源性を基本として「学ぶ」ということを
思い起こ（＝想像）させてくれるものである。（茂木）
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